
自
然
と
触
れ
合
い

自
立
心
は
ぐ
く
む

社
会
復
帰
を
果

た
し
て
い
る
と

い
う
。そ
れ
で
も

「
ニ
ー
ト
」
や

「
引
き
こ
も
り
」

の
若
者
は
増
加

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
や

社
会
に
な
じ
め
な
い
若
者
ら

の
自
立
を
支
援
す
る
上
山
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
N
P
O
法
人
）
　
「
東
北
青

少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
」

は
二
〇
〇
八
年
度
、
小
中
学

生
を
対
象
に
青
少
年
健
全
育

成
活
動
に
取
り
組
む
。
「
ざ

お
う
里
山
自
然
ふ
れ
あ
い
教

室
」
と
銘
打
ち
、
野
菜
作
り

や
森
林
観
察
、
酪
農
体
験
な

ど
を
展
開
。
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
感
受
性
な
ど
を
は
ぐ
く
む

計
画
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
は
受
け
入
れ

施
設
「
蔵
王
い
こ
い
の
里
」

を
拠
点
に
活
動
。
施
設
利
用

者
は
親
元
を
離
れ
て
の
共

同
生
活
か
ら
協
諷
性
を
学

び
、
農
作
業
や
土
木
作
業

な
ど
を
通
じ
て
自
立
心
を

は
ぐ
く
ん
で
い
る
。
同
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
四
十
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
が
利

享

用
し
、
お
お
よ
そ
八
割

が
復
学
や
就
労
な
ど
で

傾
向
に
あ
り
、
全
国
的
に
も

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
Y
同
セ
ン
タ
ー
は

青
少
年
の
幅
広
い
社
会
復
帰

の
支
援
と
と
も
に
、
未
然
に

防
ぐ
方
策
の
必
要
性
も
検

討
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

を
生
か
し
た
教
室
を
初
め
て

企
画
し
た
。

初
回
は
五
月
二
十
四
日
か

ら
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
田

植
え
や
森
林
清
掃
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
。
来

年
二
月
ま
で
毎
月
一
回
開
催

し
、
施
設
を
拠
点
に
山
菜
採

り
や
稲
刈
り
、
雪
下
ろ
し
体

験
な
ど
四
季
折
々
の
活
動
を

展
開
す
渇
ほ
か
野
鳥
観
察
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
教

室
な
ど
自
然
に
親
し
む
メ
ニ

ュ
ー
も
組
み
込
ん
だ
。

定
員
は
各
回
二
十
人
。
小

学
二
年
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
。
参
加
費
は
一

回
四
千
円
で
、
通
年
参
加
（
十

回
）
は
三
万
五
千
円
。
問
い

合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
0
2

3
（
6
7
9
）
4
0
0

5
。

から0緑こは約3万人に減り、10年
00人不足する可能性があるという。
「船乗りになる」「船をつくる」「船
運ぶ」など6つの分野ごとに船長や
己人、海運業、造船業などの仕事や、
関などを紹介している。HPのアド
tp：／／W．uminoshigoto．com

内科循痍器内科

まつだクリニック

顔享日田■

月曜～土曜　午前9：00～午後12：30
午後2：30～午後　6：00
（土曜・．午後4：00まで）

休　　　診　日曜・祝祭日・木曜午後

〒990－0813　山形市桧町三丁目8番32号
TELO23－682－3136

虚長松　田　株　子

－
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